
学会だより  

OR学会だより 本嚢 ズサ輪   
坂和正敏（広島大学大学院⊥学研究科）  

（2）10：15～11：15「可能性計画法（仮題）」  

乾r王雅弘（火阪大早大学院工学研究科）  

（3）11：15～12：15「ファジィ組合せ最適化（仮題）」  

石井博昭（大阪大学大学院工学研究科）  

（4）13：30～⊥4：30「大規模多目的ファジィ計画法」  

坂和】巨紋，＊加藤浩介（広島大学大学院工学研究  

科）  

（5）14：30～15：30「ファジィゲー ム」   

＊西崎」一朗ミ9 坂和正敏（広島大学大学院工学研究  

科）  

（6）ユ5：50～1．6：50「ファジィ動的計画法（仮題）」  

岩本誠一一（九州大学大学院経済学研究院）  

事前振込み参加費：正。賛肋会員3，000円，学生会員  

1，000F怯 非会員4，000［1j  

当田申込み参加喪：正Q賛助会員4，000軋 学生会員   

2，000Flゴ，非会員5，000円   

⑳平成鼠3年度秋季研究発表会   

田 程：   

平成13年9月12円（水），13日（木）研究発表会  

9月14E！（金）見学会  

場 所：岡山〕哩科大学（岡山市理大町ト1）  

特別テ酬マ：「福祉とOR」  

実行委員長：成久 洋之（岡山理科大学）  

事前振込み参加費：正◎賛肋会員6，000円，学生会員   

2，000F札非会員8，000「1j  

当田申込み参加費：止。賛助会員7，000IJlj，学生会員   

3，000円，非会員10，000円  

蓋壇料：非会員のみ，2，000円／件（本学会の許可が   

必要）  

発表申込締切：平成13年6月22日（金）   

＊研究発表坤込苦，アブストラクト，及び著作権承  

諾書の提出をもって申込み受付とします。  

発表申込書等の請求先；   

緑川本オペレ｝ションズQリサーチ学会事務局   

Te川3（3815）3351E－mail：kenkyu＠orsj．or．jp  

発表申込書等の送付先：   

〒7000005岡山市理大町1－1岡山理科大学工学  

オペレーションズロリサーチ   

菩‥守：．∴．∴－せ．  －、  

事例研究賞の応募要項は下記の通りです。応募され  

る方は会員の推薦状（所定用紙）をつけて，表彰委員  

会に申し出て【灯さい。  表彰委員会  

［応募要項］   

学会員の行ったすぐれた事例研究に対して贈られま  

す。学会員個人に限らず，学会員を含むグループも対  

象になります。事例研究の対象としては，ORの教  

育0実務において広く学会員に役立つソフトウエアの  

開発も含みます。但』9 その研究ば9 学会誌9 学会の  

来会等ワ 本学会にお』ヽて発表（ソフトウエアの場合ば  

デモンス睦レ耶ションを含む）されたものに限ります。   

なおヲ ソフトウエアの開発の場合は，そのソフトウ  

エアの本体あるいはサブ∵セット版（機能限定等）が無  

償で学会員に提供されることが前提になりますが，本  

体が市販される目的で開発されたかどうかは問いませ  

ん。   

なお，この貨を含めて本年度田本OR学会各賞候補  

ご推薦のお願いはOR誌10月号に掲載予定です。  

ギ・－．ご∴∴ ∴－－、－・．   

日 時：平成13年9月11日（火）  

場 所：岡山理科大学（剛山市理大町1－1）  

実行委最長：坂和 正敏（広島大学）  

テ血マ：「ファジィORJ   

円本オペレーションズ①リサーチ学会創立40周年  

記念事業の“一つとして9 尊門書シリーズ「経営科学の  

ニューフロンティア」が順次，朝倉書店から刊行され  

ています。このシリーズの中で，モデルの不確定性，  

環境の不確実性9 人間の評価のあいまい性や多様性な  

どを考慮するために，ファジィ概念を導入したオペレ  

ーションズ凸 リサ山チにおける手法を取り扱う専門書  

として「ファジィOR」がすでに出版されています。  

このシンポジウムでは，「ファジィOR」の著㌣者であ  

る各分野の研究者に基礎的な概念から最近の研究成果  

を御報告頂きます。  

プ庖グラム（案）：（＊は発表者）  

（1）10：00～且0三15「ファジィOR」  
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学会だより   

プログラム：  

（1）9：30～11：45「企画案の選択」  

講師：文教大学教授 真鍋龍太郎   

幾つかの企画案の中から一つを選択する場合に，相  

反する評価基準があって戸惑うことが多い．そのよう  

に相反する複数の条件下で複数候補案を評価選択する  

という複雑な意思決定をする上で役立つ階層化意思決  

定法（AHP）について解説する。  

（2）13：00～14：00「ORによる問題解決」  

講師：東京工業大学名誉教授 森村英典   

オペレーションズ・リサーチ（OR）は様々な実務  

問題解決のための方法として考え出され，産業でも，  

行政でも広く使われ成果を挙げて釆た．これらORの  

手法の全般を概説し，その基本的考え方を解説する．  

（3）14：05～16：45（途中休憩15分）   

「生産や輸送の問題解決のためのOR」  

講師：株式会社ユタゼ技術顧問 高井英造   

実務の場でしばしば出くわす生産や輸送等の問題は，  

線形計画法（LP）として定式化できる場合が多い．  

近年このLPがパソコン上で手軽に解けるようになっ  

た．LPモデルビルディングと応用事例等に関して解  

説する．  

参加費：正・賛助会員25，000円，学生会員5，000円，   

非会員30，000円  

申込方法：7月6日（金）までに学会事務局へE－mail   

またはFAXにて（今月号に申込書の綴込みがあり   

ます．）  

問合せ先：㈱日本オペレーションズ・リサーチ学会事   

務局（〒113－0032文京区弥生2－4－16 学会センタ   

ービル）   

Tel．03（3815）3351Fax．03（3815）3352   

E－mail：kenkyu＠orsj．or．jp  

⑳第13回RAMPシンポジウム   

日 程：平成13年9月19日（水），20日（木）  

場 所：浜桧市アクトシティー・コングレスセンター  

（浜桧駅隣接）  

参加費：一般5000円，学生2000円  

懇親会費：一般5000円，学生2000円  

主 催：数理計画研究部会（RAMP）  

後 援：浜於商工会議所，浜松工業会，浜松観光コン   

ベンションビュー ロー，オークラアクトシティホテ   

ル浜於，静岡大学工学振興基金  

プログラム：  

（47）319   

部 太田垣博一   

Tel．086（256）9524 Fax．086（256）9524   

E－mail：Ohtagaki＠ee．ous．ac．Jp   

⑳第8回企業事例交流会   

趣 旨：企業事例交流会とは企業のOR実務担当者に，  

OR実施例（問題の発生からさまざまな苦労を経て解  

決に至る苦労話など）を，新規研究の研究発表という  

形式ではなく，ORの通用事例という位置付けで発表  

していただくものです．  

日 程：平成13年9月12日（水）  

場 所：岡山理科大学（岡山市理大町ト1）  

発表申込締切：平成13年6月22日（金）  

聞合せ先：川崎製鉄水島製鉄所 企画部能率室   

山根 明   

E－mail：a－yamane＠kawasaki－Steel，CO．jp  

⑳平成14年度春季研究発表会   

日 程：   

平成14年3月27日（水），28日（木）研究発表会  

場 所：富山国際会議場 大手町フォーラム（富山市   

大手町1番2号）  

特別テーマ：「地方分権とOR」  

実行委員長：中島 恭一（富山県立大学）  

発表申込締切：平成13年12月10日（月）必着  

⑳平成13年度第1回ORセミナーのご案内   

『ORを使おう』－EXCELを使った実務問題   

の解決と情報活用法一  

関催趣旨：   

近年，先進的な経営管理手法として話題になってい  

るサプライチェーンマネジメントのような問題は，実  

は比較的古典的といえるORの手法を使って解決でき  

ることが意外と多く，今やORはIT時代の強力な技  

法となっている．   

本セミナーでは，これまでORになじみの蒔かった  

社会人，学生を対象として，ORを身近に感じるとと  

もに実務問題の解決に使っていただくために，組織に  

おける経営上のさまざまな問題について具体的な事例  

を取り上げ，マイクロソフト・EXCELを使って解決  

する方法を解説する．  

日 時：平成13年7月19日（木）9：30～16：45  

会 場：東京ガス㈱本社ビル（〒105－8527東京都港   

区海岸1－5－20）  

2001年6月号  
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ギニ会だより   

sessio王11：「データマイニングの最前線」  

オーガナイザー：山下 浩（数理システム）   

session2：「ロジスティックスの最前線」  

オーガナイザー：高井英造（㈱ユタゼ）   

sessiom3：「離散最適化の最前線」  

オーガナイザ血：藤垂 悟（大阪大学大学院）   

session4：「数値計算法の最前線」  

オーガナイザー：長谷川秀彦（図書館情報大学）  

＊同時間催：9月21巨富 OR秋の学校（S 

金による企画）内容：「O取入門講座」（講師 今   

野浩氏，高井英造氏，松井泰子氏）＋学生発表  

問合せ先：静岡大学二宮二学部システム．恩二学科 八巻直一   

Tel／Fax．053（478）1214   

E，mail：yamak二i＠sys．eng．shizuoka．ac。jp  

＊詳しくは，http：／／www．orsj．or．jp／～rgrampをご参   

照下さい。  

＊会場隣接のオークラアクトシティホテル浜松では   

RAMP特別枠で格安に部屋を確保していただいて   

おります。是非上記wwwをご覧」Fさい。  

＊懇親会場はオークラアクトシティホテル浜松です。   

⑳国際会議案内   

①国際シンポジウムー複雑系科学の学際的研究脚  

（摘心許矧sc酬nary SymposiLEm On輔e Science oぜ   

Compヨex沌y）  

日 程：2001年6月23日（土）9：30～17：30   

～6月24悶（闘）9：00～17：40  

会 場：ヤマハホール（東京都中央区銀座7【9－144F）  

講演者：上田院亮，クリストフ◎コッホ，松本元，西   

村利雄，デイビット。パインズ，他8名  

＊詳しくは，http：／／www．knt－eC．COm／event／ccesを   

ご覧下さい。  

問合せ先：「国際シンポジウム 複雑系科学の学際的研   

究」事務局   

Tel．03（3263）5581   

『ax．03（3263）59飢  

t一丁he53rd Session o†nternationalStatistica＝nstト  

tute  

踊 程：2001年8月22日～29巨‡  

場 所：韓国 ソウル（COEX Atlantic Hall，159   

Samsung－dong，Gamgnam－gu，Seoul，Korea）  

発表申込期限：2001年6月30田  

＊詳しくは，旭pノ／www．n弧gO。kr／isi2001をご覧下   

さい。  

詔選⑳（48）  

⑳研究部会◎ダル…プ開催案内   

〔待ち行列〕  

◎り叫クショップのご案内  

闘 程：6桐2日】（木），22「盲（金）  

場 所：桐生市市民文化会館  

（群馬脱桐生市織姫町2－5 Tel．0277（40）1500JR   

桐生駅より徒歩約10分，東武新桐生駅からタクシ   

ーで約5分）  

テ榊マ：「新しし－トラヒックモデルと性能評価」  

プ庖グラム（＊は講演者）：  

21日 1300～17：30  

13：00「Generic Closed Product－Form Queueing   

Network NBodeling of Window Protocols with 

ErrorRecovery」   

＊池川隆司（NTT）  

13：25「Modelfor the Design of a Connection   

TypeWebSystem」   

＊ ＝吋 維（都立科技大／日本王BM），山本久志，  

山崎源治（都立科技大）  

13：50～14：05 休憩  

14：05「共通線信号方式をIPネットワークへ導入   

する方法（その2）」  

Fト川久夫（流通システム開発センタ）¢＊宮口  

庄司（芝浦工大）  

14：30「プログラマブルIPノードでのパケット識   

別処理の実装と評価」  

五十嵐 譲，＊芝 寿法。中村隆史。濱剛直生，  

三木茂生，清 隆二，石塚 勝，蛭子隆彦（沖電  

気）  

14：55「可変長パケットフローに対するノンパラメ   

トリックなEffective Bandwidth推定法」  

＊塩田茂雄（千葉大），佐藤大輔（NTT）  

15：20「リンク情報からのフロー情報（トラフィッ   

ク行列）の推定」   

＊鶴 正人（TAO／日本テレコムインフォメーショ  

ンサービス），滝根哲哉（京大），尾家祐二（九工  

大）  

15：45～16：00 休憩  

且6：00［招待講演］「Bluetooth技術開発の背景とそ   

の特徴」   

＊宮津和弘（日本エリクソン）  

16：45［招待講演］「移動通信網における通信トラヒ   

ックの課題」  

オペレーションズ。リサーチ   
© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.



学会だより   

＊川島 幸之助（NTTLAT）  

22日 9：30～16：10  

午前   

9：30「系内客数と一般化休憩モデル」   

＊中塚利直（都立大）  

9：55「A Markov Modulated Fluid Queue with   

Batch Arrivals and Preemptionl 

＊高田寛之，宮沢政清（東京理科大）  

10：20「時間制限式ポーリングモデルにおける平均   

待ち時間特性の解析」   

＊三浦 健太郎，小林 香，片山 勤（富山県立  

大）  

10：45～11：00 休憩  

11：00「利用者中継方式によるチャネル利用率の改   

善」   

＊頁 中寧，六浦光一（信州大），秋月 治（宮城  

大），半田志郎，大下 眞二郎（信州大）  

11：25「無線基地局制御装置におけるデータ転送チ   

ャネル切り替え方式の提案と性能評価」   

＊太田好明，川原憲治，池永全志，尾家祐二（九工  

大）  

11：50～13：00 昼休み  

午後  

13：00「移動体通信網における地域形状を考慮した   

基地局の配置方策について」   

＊高橋美佐，山田孝子（山形大），高橋幸雄（東工  

大）  

13：25「Product Form Equilibrium Distribution   

for Cellular Mobile Communications Network   

WithMultipleCallClasses and State－Dependent   

Transitions」   

＊米山寛二（姫路工大），川根 仁（日本IBM），  

石井博昭（阪大）  

13：50「分散型マルチホップ無線ネットワークにお   

けるチャネル干渉を考慮したルーティング方式」   

＊太田 能，開畿和典，森井昌克（徳島大）  

14：15～14：30 休憩  

14：30「DynamicMobilityManagementforCellu－  

1ar Networks：A Delayed RenewalProcess   

Approach」   

＊RamonM．Rodriguez－Dagnino，JorgeJ．Ruiz－   

Cedillo（MonterreyInstitute of Technology），   

HideakiTakagi（UniversityofTsukuba）  

14：55「Region Division Assignment of Orth－  

2001年6月号   

OgOnalVariable－Spreading－Factor Codesin W－   

CDMA」   

＊RujipunAssarut，Ushio Yamamoto，Yoshikuni  

Onozato（GunmaUniversity）  

15：20「Performance of ChannelReservation for   

Ahead Cells SchemeonMobile BehaviorinOne－   

dimensionalCellular Networks」   

＊SakchaiThipchaksurat，MichihiroInoue，Ushio  

Yamamoto，YoshikuniOnozato（Gunma Uni－  

versity）  

15：45「Performance Evaluation of Rate Based，   

CreditBasedandIntegratedProposalforConges－   

tion Control in ATMl 

＊Rajkumar Thore Deshpande，YoshikuniOn－  

ozato（GunmaUniversity）  

16：10 終了  

共 催：電子情報通信学会 情報ネットワーク   

（IN）研究会  

後 援：SSOR  

参加費：資料代2，000円（予定）  

懇親会：21日の発表会終了後，懇親会を企画してお   

ります．奮って御参加下さい．  

懇親会費：3，000円（予定）  

問合せ先：東京工業大学 大学院情報理工学研究科   

数理・計算科学専攻 三好直人   

Tel．03（5734）3218   

ENmail：miyoshi＠is．titech．acjp  

〔システム最適化の理論と応用〕  

日 時：6月23日（土）14：00～17：00  

場 所：九州大学経済学部2階中会議室  

テーマと講師：  

（1）「産業連関表による情報化分析」  

繹 康融（久留米大学経済学部）  

（2）「Bellman＆Zadehにおける動的計画法の波紋」  

岩本誠一（九州大学大学院経済学研究院）  

問合せ先：九州大学大学院経済学研究院 時永祥三  

（福岡市東区箱崎6－19－1）   

Tel／Fax．092（642）2466   

ENmail‥tOkinaga＠en．kyushu－u．aC．jp  

〔AHPの理論と実際〕  

・第7回  

日 時：6月26日（火）14：00～17：00  

場 所：（郷電力中央研究所大手町第1会議室（千代   

田区大手町1－6－1大手町ビル′7階733室）  

（49）321   
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′、アニ会だより  

軌聯蛸簡滞観閲鵡槻贈賦轍鮒榔摘隅捕縄戦機禰瑚軌轍離  

テ血マと講師：  

（1）「Å禍P評価の繰t）返し修正支援法」  

加藤直孝（石川県l二業試験場）  

（2）「ソフトハウスでのAHPによる人事評価実験に  

ついて」  

嶋田駿太郎（システム計画研究所）  

問合せ先：（珊電力中央研究所 大屋隆隼   

Tel。03（3480）2111『ax．03（5497）0318   

E－mail：Ohya＠criepi．denken．or．jp  

〔評価のOR〕  

¢第9園  

田 時：6†j30R（邑二）13：30～16：30  

場 所：東京理科大学 神楽坂校舎 912教室（9号   

館1階）  

（理科大へのアクセス：JR中央①総武緩行晩 常州   

地下鉄東西線，有楽町線，南北線，都営地ド鉄夫江   

戸線，飯田橋駅下車徒歩3分）  

＊詳しく は，http：／／www，Sut．aCjp／camp／cam－   

guide座agcamp．htmをご覧ドさい。  

テ匝▽と講師：  

（1）「Ⅰ〕EÅとゲーム：哩論」  

篠原正明（凋本大学）＊OR誌6ブ十片を持参して  

ください。  

（2）「行政評価におけるOR手法」  

中川 慶一郎（NTTデータ）  

聞合せ先：日本大学生産上学部数興＝二学科 篠原正明  

（〒275－8575予習志野市泉町12－1）   

Tei．047（474）2672   

E－mail：m7sinoha＠ccu．cit。nihonru．ac．jp  

〔アルガF』ズムと最適化〕  

・栄イモ1  

日 時：7月14円（墜二）14：00～18：20  

場 所：筑波大学第3学群B棟311号室  

テ出マと講師：  

（1）「Globalminimizationofnonconvex Gibbs free  

energyfunctionJ  

YushanZhu（ChineseAcademyofSciences）  

（2）「mcprogrammingJ  

NguyenVanrmoai（UniversityofTrier）  

（3）テーマ未定  

YinyuYe（UniversityofIowa）  

問合せ先：筑波大学電子。情報⊥学系 久野善人   

Tel．0298（53）5540   

E－mail：takahito＠is。tSukuba．ac，jp  

3盈盈（50）  

＊発表テーマの詳細1はhttp：／／kantaro．sk．tsukuba．ac 

jp／saop／をご覧くださいw   

約会合案内   

〔第209匝懐行橋OR研究会〕  

田 時：6Jj19ト！（火）12：00～13：30  

場 所：東天紅会議室（新宿センタービル53F）  

テ叩マ：「計画了・法の最近の話題」  

講 師：野末尚次氏（（㈱数理モデリング研究所所長）  

参加費：3，（）00日  

間合せ先：＝本OR一羊会事務り  

〔第210回新摘OR研究会〕  

日 時：7‖17i1（火）12：00～13：30  

場 所：東天紅会議室（新宿センタービル53F）  

テ阿マ三「鉄道の安全を考える」  

講 師：曽根 悟氏（ド祁完入学教授［東京大学名誉   

教授］）  

参加費：3，0001り  

問合せ先：！l本OR学会事務上，1   

螢他学協会案内   

QS邑CEシステム⑳情報部門学術講演会2001（協賛）  

主 催用闘川晰l軌制御！、r‥会  

田 程∵平成13年」1ケ】29Fi（木）～30Fl（食）  

場 所：榊郎≠ヂ1三年令会館（宮崎砧」眠H山副訳そば）  

問合せ先∵九州人学人サ院システム情報科ヤ研究院   

付目純一   

EHmail：murata＠ees．kyushu－u．aC．jp  

＊詳しくは，http：／／terra．ees．kyushu－u．aCjp／sice－   

sandi／をご参照卜さい。  

⑳平成13年度会費納入のお願い（事務局）   

、ド収13年度の会蟄請求碧をお送りいたしましたの  

で，お1tしめにご送金くださるようお願いいたします。  

なお，12隼度以前の会費を未納のガは合わせてお支  

払いくださるよう重ねてお願いいたします。  

〔預金口座振替ご利用の方へ〕  

1勺戊13年度から預金l川与板亨午をご希望の正会Hの  

ガは，′、ト会甘酢‖ほでTEL，FAX，郵便にてご連絡  

ください。折り返し預金口座振替依頼書をお送りいた  

します。  
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